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第１節　保存管理の現状と課題

　棚倉城跡における保存管理においては保護すべき本質的価値の様相が不明確な現状があり、

二ノ丸西面石垣の崩落や北二門の礎石が露出した状態にあるなど、遺構保存のための対策が必

要な箇所もある。

１　発掘調査・研究

【現状】

　現在までの発掘調査は開発に伴う調査が主であり、計画的な調査を実施していない。ま

た、継続的な調査・研究も行われていない。城郭構造の解明に至っておらず、価値が明ら

かになっていない。保護すべき価値があるにもかかわらず、価値の様相が明確でない部分

が多い。

【課題】

　保存活用の方法を検討するうえでの遺構の全体解明や、遺構の保存・表示に必要な知見

を得るために、計画的かつ継続的な発掘調査や棚倉城跡の本質的価値を高めるための調

査・研究活動が必要である。中・長期的な方法について検討する必要がある。

２　遺構の保護

【現状】

　土塁、堀、礎石など一部は露出した状態にある。北二門の礎石については、本丸に入る

車の通路脇に露出している。また、本丸土塁には樹木が育成し本質的価値の一つである土

塁の存在が明確になっていない。生育木の根や倒木が土塁の保存に影響を及ぼすことも考

えられる。

【課題】

　露出した礎石等について、遺構保存のための対策を講ずる必要がある。

第４章　現状と課題

北二門礎石

既存木の根
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３　周辺環境・景観

【現状】

　本丸土塁上及び法面、本丸堀周囲の樹木によって、本質的価値の一つである土塁の形状

が本丸平場や二ノ丸から見えにくい状況になっている。よって史跡（城跡）としての存在

や価値が認識されにくい状況にある。

【課題】

　植栽から 100 年以上を経過した老朽化したサクラ、高木化したケヤキ、繁茂したツツ

ジなどの取り扱いが課題である。県立自然公園及び都市公園であることから、四季折々の

樹木を鑑賞することを目的に訪れる人も多く、樹木の取り扱いに対しては利用者、関係機

関との綿密な調整が必要である。

４　史跡指定及び公有地化

【現状】

　二ノ丸の本丸堀周辺の道路及び道路敷きにある県指定天然記念物「棚倉城跡の大ケヤ

キ」、二ノ丸全体と三ノ丸（林曲輪）については国史跡の指定がされていない。二ノ丸西

面石垣については民有地である。

【課題】

・必要に応じて調査を進め、追加指定を進めていく必要がある。

・本丸堀周辺の道路及び道路敷きにある県指定天然記念物「棚倉城跡の大ケヤキ」につ

いては、史跡指定地外にある本質的価値を構成する要素の一つであり、樹木と育成地

を含む土地を早急に国による追加指定を目指す必要がある。

・二ノ丸西面石垣については、土地所有者の理解と協力を得て公有地化を図る必要があ

る。

第２節　活用の現状と課題

　棚倉城跡は、廃城後には追手門跡に東白川郡役所が置かれ、また県立自然公園及び都市公園

として多くの町民に親しまれている。本丸平場は昭和 43 年（1968）には町中央公民館と庭園、

昭和 53 年（1978）に町立図書館が建設されるなど公的な空間として利用されてきた。現在

は庭園を残すのみで、イベント広場、駐車場等として利用されている。本丸南桝形にはトイレ、

二ノ丸東側には「多目的広場」、追手門付近には「棚倉町茶室」が整備されている。

１　既存サイン・施設等の体系

【現状】

　国道 118 号・国道 289 号及び県道黒磯・棚倉線からの案内標識では「城跡公園」「亀

ケ城公園棚倉城跡」「棚倉城跡」と設置者、設置時期により様々な標記で案内している。　　

　四阿、公衆トイレ及び遊具、多目的広場、町茶室等が整備されている。
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番号 10 位置４ 位置 13 位置 3

第 42 図　案内標識位置図
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【課題】

・国道及び県道からの案内標識は、棚倉城跡への案内の表記が統一されていない。

・ 休憩施設としては、史跡内に四阿が本丸土塁上に 1 箇所、二ノ丸北部分に１箇所ある。

公園利用者のために設置されたもので、設置場所や形状など史跡の空間に配慮したも

のにはなっていない。また、今後整備予定の周遊ルートや視点場に位置している。

・史跡内に設置されている公衆トイレは、追手門跡付近にある棚倉町茶室休憩棟のトイ

レ及び本丸南桝形虎口のトイレがある。棚倉町茶室休憩棟のトイレは貸館がある場合

第 43 図　公共施設等位置図
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のみ使用可能となっている。本丸桝形虎口のトイレについては、史跡の本質的価値を

構成する要素である桝形虎口にある。

・公衆トイレについては、多目的用トイレを併設しているが、ユニバーサル対応になっ

ていない。老朽化も課題である。

・史跡内には「棚倉町城跡南駐車場」「棚倉町城跡北駐車場」が整備されている。大型

観光バスについては、史跡の近隣に大型駐車場が無いため南駐車場を利用している。

・駐車場は史跡内に整備されており、今後の増改築は困難である。

・通行の安全、治安維持を目的に街路灯や防犯灯が本丸内や本丸堀周辺、トイレ周辺、

多目的広場周辺に設置されているが、配置・機能やデザインが統一されていない。

２　学校教育・社会教育

【現状】

　学校教育の連携としては、例年、町内小・中学校に転入した教職員を対象とした「史跡

めぐり」の際に棚倉城跡を見学コースに組み入れている。町内の小学校では総合的な学習

の時間の一環として、中・高学年を中心に棚倉城跡の見学を行っている。例年約 100 名

に棚倉城跡の構造や歴史について現地での説明を行っており、児童にとって生活の一部と

なっている棚倉城跡の歴史を知る貴重な機会となっている。社会教育における棚倉城跡の

主な活用・情報発信は第 10 表のとおりである。

【課題】

・町内各小・中学校に対しては、現地案内や現地説明で積極的に協力する旨を周知して

いるが、広がっていない。

・史跡めぐりや職員による現地説明はその後、教員によって教育現場で活かされている

のかは不明であり、教材研究や授業計画の段階から継続的に教職員と連携することが

必要である。

・社会教育における活用・情報発信については、補助事業により実施したものが多く、

補助事業終了後の事業を継続ができない、参加者の固定化や若者の参加が少ないため、

史跡の価値をより多くの人々に周知するための体系が無いことが課題である。

・文化財理解の新たな取り組みとして、アートと文化財の融合、コスプレイベント会場

としての文化財の利用も実験的に実施しているが、地元町民への理解を得られていな

い、見学者・参加者の増加に繋がっていないため、文化財の新たな利用価値について

協力を得られるよう周知を図る必要がある。
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第 10 表　棚倉城跡の主な活用・情報発信一覧（平成 26 年度以降）
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小学生総合学習での見学

撮影スポットとしての活用

戊辰戦争 150 周年シンポジウム
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３　関連団体の活動

【現状】

　町には、観光ボランティア「ふるさとガイドゆかりの会」、観光ボランティアガイド「棚

倉ふるさとガイド」がある。棚倉ふるさとガイドは、棚倉町観光協会が、ふくしまデスティ

ネーションキャンペーンを契機に、観光客受け入れ体制を充実させるため、観光ガイド育

成の一環として立ち上げたものである。棚倉ふるさとガイドの立ち上げに際しては、町と

棚倉町観光協会が連携して、「棚倉ふるさと講座」や、ご当地検定として「棚倉ふるさと検定」

を実施し、町の魅力の再確認と知識の醸成に努めてきた。この中で、棚倉ふるさと検定 1

級合格者を中心に観光ガイド登録の募集を行い、棚倉ふるさとガイドが誕生した。棚倉城

跡の見学に際しても積極的に対応している。他に、棚倉町観光協会城跡支部があり棚倉城

跡の国史跡指定を契機に発足した。同支部は、城跡周辺のごみ拾いなど環境美化に取り組

んでいる。追手門跡周辺については、町商工会女性部がボランティアで除草を行っている。

【課題】

　各ボランティア団体の会員が増えないこと、会員の高齢化、学習の機会が少ない。観光

分野の活動が主で文化財保護側との連携が図れていないことが課題である。

４　イベントの開催

【現状】

　棚倉城跡を会場として例年４月下旬に、町商工会主催による「十万石棚倉城まつり」や

10 月下旬には「わくわく棚倉城食フェスタ」が開催されている。

（１）　「十万石棚倉城まつり」

　主催　十万石棚倉城まつり実行委員会（棚倉町商工会内）。棚倉城跡を会場に、地元

産の新鮮採れたての野菜や旬の果物、また棚倉町の特産品などの屋台が軒を連ね、たく

さんの人が訪れる。また、当日は火縄銃の演武や鎧兜に身を包んだ、武者行列が行われ、

遥か昔を彷彿とさせる光景が広がる。

（２）　「わくわく棚倉城食フェスタ」

　主催　わくわく棚倉城食フェスタ実行委員会。会場となる棚倉城跡には、県内の飲食

店が多数出店し、自慢のグルメが堪能できる。当日は小さなお子様連れの姿も多く見ら

れる。令和４年（2022）はコロナ禍ということもあり例年開催されていたイベントは

中止となった。

（３）　令和４年度のイベント

・「たなぐら sakura マルシェ」４月 10 日開催。主催はたなぐら商工業魅力発信実行

委員会（棚倉町商工会内）

・「種倉茶屋」７月６日開催、主催は県立修明高等学校情報ビジネス科３年エリアマ

ネジメントコース13名の生徒が、販売実習の一環として棚倉城跡の「阿部正備茶室」

で「種倉茶屋」を開店
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・「棚倉冬のスカイランタンフェスティバル」11 月 19 日開催

【課題】

・棚倉城跡を会場とするイベントは主に商工業関係の主催によるもので、城跡本丸を平

らな場所として捉え開催するもので、棚倉城跡価値や保護については関心が持たれて

いないのが課題である。

・イベント開催時やサクラや紅葉以外に訪れる人が少なく、通年を通して集客を図れる

ような「見どころ」や「魅力」が不足してるのが課題である。

・イベント会場となっている場所が本丸御殿跡であることを知る人は少ない。県立修明

高等学校による「種倉茶屋」は、史跡と地元高校生が関わり良い機会であるが、開発

した食品の販売会場としてのみ位置付けており、棚倉城について理解を深める契機に

なっていないのが現状である。

５　維持管理の現状と課題

【現状】

　本丸は、都市公園に位置づけられていることから、棚倉町整備課都市計画係が日常の維

持管理及び樹木等の維持管理を行っている。係長１名、係員２名であるが、主に担当して

いるのは１名である。公園管理という事務分掌で対応している。日常の管理としては、週

に３日程度、現地の見回りを行い、上堀と下堀の水量調整、ゴミ拾い、トイレの管理、遊

具の点検、違法駐車有無の確認などである。

　　二ノ丸にある町有施設の所管は以下のとおりである。

　　　棚倉町茶室：町生涯学習課

　　　棚倉町子どもセンター：町子ども教育課

　　　東白川町村会建物：町総務課

　　　多目的広場：町整備課

　　　棚倉町城跡南駐車場・棚倉町城跡北駐車場：町産業振興課

【課題】

・近年では公園内の樹木が樹勢衰退しており、落下した枯枝の除去作業が増えている。

 修明高等学校による「種倉茶屋」 十万石棚倉城まつり
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・公衆トイレについては夜間人気が無いために防犯上の対策が必要である。

・春と秋には多くの観光客が訪れる時期にはゴミ拾い等の業務量が増大し、対応できな

いのが課題である。

・二ノ丸にある町有施設の所管は複数の課にわたるために、史跡の価値の共有や調整が

課題である。また、各施設とも史跡内に整備され、老朽化した建物もあり今後の改修

が課題である。

第３節　整備の現状と課題

　棚倉城跡における整備は、観光担当部署及び公園管理担当部署が設置した説明板や標柱、便

益施設等に留まっている。遺構の説明や表示、公開のための施設等の整備は未着手である。

　棚倉城跡における整備の現状と課題を以下に示す。

１　遺構の表現

【現状】

　現状では遺構の表示や解説については、追手門跡に１箇所解説板があるのみで未整備の

状態にある。土塁、堀、礎石など、露出している遺構は見ることができるが、本来形状か

ら変容している部分もある。また、櫓、多門櫓、門、本丸御殿、二ノ丸の建物群等は滅失

しており、その基礎跡が地表下に埋蔵されている。

【課題】

・多門櫓等では発掘調査の成果に基づき、表現方法を検討する必要がある。

・本丸平場・御殿では発掘調査等を実施たうえで、表現方法を検討する必要がある。

・本丸平場は、本丸御殿が建てられていたことを視覚的に理解するための表現方法を

検討する必要がある。

・二ノ丸の建物群については実態が不明であり、将来的には発掘調査等を実施したう

えで、既存施設・機能等と調整を図りつつ、表現方法を検討する必要がある。

２　 修景及び植栽

【現状】

　本丸土塁及び法面は、多く樹木に覆われている。記念樹木もあるが管理者が不明である。

また、本丸平場には旧町中央公民館の付属庭園が残されている。

【課題】

　二ノ丸側からの景観の改善を図り、本丸土塁を顕在化する必要がある。本丸土塁の生育

木は、遺構を顕在化させるうえで、また、土塁遺構を保護・保存するため生育木の適切な

管理が必要である。ただし、県立自然公園及び都市公園として訪れる人も多いことから整

備については遺構の保護を前提としつつ、関係各署との協議が必要である。
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３　案内・解説施設

【現状】

　本丸内に、公園利用の案内板２基、棚倉城の解説板１基、戊辰戦争の解説板１基、二ノ

丸に追手門跡の解説板１基が設置されているが、遺構や史跡の本質的価値に対する解説等

は行われていない。デザインも様々である。

【課題】

　計画的な案内・サイン系統の充実と、景観に配慮した形状に可能な限り統一する必要が

ある。棚倉城跡の本質的価値を理解できる案内・解説を行なう必要がある。また、子供や

外国からの来訪者にも分かりやすい表現にも配慮し、日常的なメンテナンスや情報更新が

容易なものとする等の必要がある。

４　管理施設及び便益施設

【現状】

　史跡内には公衆トイレと駐車場がある。公衆トイレは利用者の便益施設として平成 12

年（2000）度に整備された。駐車場は棚倉町城跡北駐車場と棚倉町城跡南駐車場がある。

大型バスは棚倉町城跡南駐車場に駐車可能である。

　なお、棚倉城跡に関する展示や解説については、棚倉町立図書館多目的ホール・棚倉町

文化センター展示室、棚倉町茶室、八槻家住宅展示室、町工房たなぐら等で行っている。

【課題】

・二ノ丸には「棚倉町城跡南駐車場」「棚倉町城跡北駐車場」が整備されているが、

史跡指定地内における駐車場の設置は原則認められていない。しかし、現在、史跡

指定地外の近隣に見学者用駐車場が無いため、当面は使用しつつも、将来的には移

転を検討する必要がある。

・本丸の桝形虎口には現状トイレと「遊具」等が整備されている。史跡指定地外の近

隣にトイレが無いため、いずれも当面は使用しつつも、将来的には移転を検討する

必要がある。

・遺物や資料の屋内展示及び解説を行い、来訪者の理解を深めるための施設を設ける

必要がある。施設整備に際しては、ユニバーサルデザインに配慮したうえで、駐車

場を備えた休憩やトイレなど複合的な機能を持った施設として整備する必要があ

る。

・二ノ丸にある棚倉町茶室、棚倉町子どもセンター、東白川町村会建物、棚倉町城跡　

南駐車場・棚倉町城跡北駐車場についても利用状況を調査・分析したうえで、関係

課や関係団体との協議を重ねて、将来的には移転を検討する必要がある。　
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第 44 図　棚倉城について展示を行った施設位置図
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第４節　管理運営体制の現状と課題

【現状】

　棚倉城跡の保存に関する事項は町教育委員会生涯学習課が所管し、公園としての日常

的な維持管理及び整備については町整備課が、活用については町地域創生課が担当して

いる。

　令和２年（2020）６月に策定した「棚倉町歴史的風致維持向上計画」には、維持すべ

き歴史的風致の一つとして「棚倉城跡と城下町のまつり、行楽に見る歴史的風致」を掲げ、

取り組むべき事業として「棚倉城跡周辺道路整備事業」「棚倉城跡観光拠点整備事業」を

計画している。

【課題】

　本史跡を適切に保存管理し、活用や整備を円滑に進めていけるよう、担当部署の適正

な職員配置や庁内関係各課との連携強化に努める必要がある。

　町内の各種団体及び関係機関と連携を図り、史跡を活用するネットワーク化として連

絡・調整体制の構築を行なう必要がある。史跡周辺の各種整備計画との適合性を確保し

ながら、庁内関係部局と連携を進める必要がある。


